
『
本
・
朝
麗
藻
』
全
注
釈
幟

ムー

浜

通

隆

〈
承
前
〉

 
さ
て
、
と
に
か
く
、
『
桂
林
遺
芳
抄
』
 
〈
「
依
二
二
房
一
為
二
十
二
…
例
」
〉
中

に
見
え
る
本
人
の
上
奏
文
に
よ
れ
ば
、
大
江
延
金
は
、
正
暦
三
年
（
九
九
二
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む

十
二
月
十
一
日
の
時
点
で
、
そ
の
年
齢
は
「
過
二
強
仕
上
期
一
」
 
（
四
十
歳
前

後
）
で
あ
り
、
そ
の
官
位
は
「
文
章
得
業
生
・
正
六
位
置
・
美
作
権
大
豫
」
で
あ

っ
た
。
そ
し
て
、
当
時
、
よ
う
や
く
そ
の
彼
に
も
遅
い
春
が
訪
れ
た
ら
し
く
、

ど
う
や
ら
「
方
略
宣
旨
」
を
蒙
っ
て
今
ま
さ
に
そ
れ
に
応
じ
よ
う
と
し
て
い
た

こ
と
が
、
そ
れ
に
よ
う
て
わ
か
る
。

 
大
江
青
黛
の
孫
で
あ
り
、
そ
の
「
門
業
」
や
「
家
風
」
に
人
一
倍
の
誇
り
を

抱
い
て
い
た
で
あ
ろ
う
通
言
に
と
っ
て
は
、
そ
れ
こ
そ
、
待
ち
に
待
っ
た
そ
の

時
が
よ
う
や
く
や
っ
て
き
た
、
と
い
う
思
い
が
強
か
っ
た
に
違
い
な
い
。
考
え

て
み
れ
ば
、
同
輩
と
目
さ
れ
る
大
江
匡
衡
な
ど
は
と
う
の
昔
の
天
元
二
年
（
九

七
九
）
に
二
十
八
歳
で
は
や
ば
や
と
対
策
及
第
を
果
た
し
て
い
た
し
、
同
じ
く

大
江
以
言
（
も
と
弓
削
姓
）
な
ど
も
す
で
に
永
延
年
中
（
九
八
七
i
九
八
八
）

に
三
十
三
、
四
歳
で
と
う
と
う
そ
の
念
願
を
成
就
さ
せ
て
い
た
。
ま
た
、
通
直

が
よ
う
や
く
「
方
略
宣
旨
」
を
手
に
し
た
こ
の
正
暦
三
年
（
九
九
二
）
の
頃
に

は
、
前
者
は
、
 
『
中
古
歌
仙
三
十
六
人
伝
」
に
よ
る
と
、
は
や
く
も
「
従
五
位

上
」
に
叙
せ
ら
れ
 
（
永
詐
元
年
正
月
七
日
）
、
 
「
文
章
博
士
」
に
任
じ
ら
れ

（
同
年
十
一
月
二
十
八
日
）
、
 
「
次
侍
従
」
に
補
せ
ら
れ
（
正
暦
二
年
正
月
一

日
）
、
 
「
尾
張
権
守
」
を
兼
職
し
て
い
た
（
同
三
年
正
月
二
十
日
）
。
後
者

は
、
 
「
本
朝
麗
藻
』
〈
巻
下
〉
所
収
の
「
七
言
。
暮
春
三
二
員
外
藤
納
言
書
閣
一
、

饒
二
飛
州
刺
史
赴
7
任
。
応
・
教
詩
、
一
首
丼
序
」
に
よ
る
と
、
い
ま
だ
「
無
官
」
2

（
散
位
）
の
身
で
は
あ
っ
た
が
、
権
中
納
言
伊
周
邸
で
の
高
岳
野
球
送
別
の
詩
宴

に
は
そ
の
詩
序
を
作
っ
て
お
り
（
正
暦
三
年
三
月
）
、
す
で
に
当
時
の
漢
文
学

壇
に
重
き
を
な
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
ラ
イ
バ
ル
に
は
っ
き
り
と
遅
れ
て
、
当

直
は
四
十
歳
前
後
の
今
、
よ
う
や
く
対
策
に
応
じ
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
あ

る
。
彼
の
喜
び
は
い
か
ば
か
り
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
さ
き
の
上
奏
文
申
に
見
え

る
「
更
迷
二
揚
歴
之
志
一
」
と
い
う
言
葉
の
中
に
、
よ
う
や
く
迎
え
る
こ
と
が
で

き
た
「
春
」
の
訪
れ
、
そ
れ
に
対
す
る
彼
の
喜
び
と
恐
れ
と
を
感
じ
な
い
で
は

い
ら
れ
な
い
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む

 
と
こ
ろ
で
、
「
揚
歴
」
（
類
従
本
に
は
「
学
歴
」
に
作
り
、
 
『
大
日
本
史
料
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本
〈
二
の
一
・
九
〇
九
頁
〉
に
は
「
揚
暦
」
に
作
る
。
）
と
い
う
言
葉
は
、
選

抜
し
て
任
用
す
る
意
で
あ
る
が
、
例
え
ば
、
そ
の
出
典
と
し
て
、
 
「
賢
ヲ
優
ス
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「
本
朝
麗
藻
」
 
全
注
・
釈
密



ル
コ
ト
心
逸
歴
二
著
ハ
レ
（
優
・
賢
著
二
於
牽
牛
一
）
」
 
〈
『
文
選
』
左
思
「
魏

都
賦
」
〉
と
い
う
一
文
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
ぎ
よ
う
。
そ
の
一
文
の
呂
向
の
注

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む

に
、
 
「
又
日
ク
、
著
三
明
ナ
リ
。
其
ノ
賢
才
ヲ
優
シ
、
其
ノ
捜
揚
ヲ
明
カ
ニ
シ

 
 
 
 
む

テ
、
之
ヲ
歴
試
ス
。
」
 
〈
四
部
叢
刊
本
『
六
臣
注
文
選
」
〉
と
あ
る
よ
う
に
、

「
揚
歴
」
と
は
、
も
と
も
と
、
民
間
の
賢
才
を
広
く
求
め
て
そ
れ
に
試
験
を
施

し
、
そ
れ
を
選
抜
し
て
官
に
任
用
す
る
意
を
持
つ
言
葉
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、

官
吏
登
用
の
た
め
の
試
験
の
こ
と
を
指
し
て
い
た
。
そ
の
元
め
で
あ
ろ
う
が
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む

「
家
記
二
世
フ
、
献
策
ヲ
又
近
県
ト
日
フ
。
楊
庭
ノ
試
ヲ
奉
ズ
レ
バ
ナ
リ
、

ト
。
」
 
〈
『
桂
林
遺
芳
抄
」
献
策
雑
益
事
「
献
策
号
二
楊
歴
一
事
」
〉
と
あ
る
よ

う
に
、
わ
が
国
で
は
、
 
「
揚
歴
」
と
い
う
言
葉
が
「
献
策
」
 
（
対
策
）
を
直
接

に
指
示
す
る
も
の
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。
意
味
が
限
定
さ
れ
て
い
る
。
通

直
の
さ
き
の
上
奏
文
中
に
見
え
る
そ
れ
も
、
そ
う
し
た
使
用
例
で
あ
る
こ
と
は

言
う
ま
で
も
な
い
。

 
「
揚
屋
」
が
対
策
を
直
接
に
指
示
し
て
い
る
と
す
る
と
、
見
直
が
「
更
卑
怯

歴
ノ
志
二
迷
フ
」
と
言
っ
て
い
る
の
は
、
，
四
十
歳
前
後
に
な
っ
て
な
お
対
策
に

臨
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
当
時
の
彼
の
不
安
な
心
を
述
べ
て
い
る
こ
と
に

な
る
。
勿
論
、
そ
の
不
安
感
は
、
大
き
な
喜
び
を
得
た
そ
の
結
果
と
し
て
も
た

ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
待
ち
に
待
っ
た
「
春
」
が
よ
う
や
く
彼
に
も

訪
れ
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
ず
、
そ
の
「
春
」
を
迎
え
る
た
め
の
大

き
な
喜
び
が
あ
り
、
次
に
、
そ
れ
に
対
す
る
恐
れ
が
生
ず
る
。
 
「
迷
」
と
は
、

彼
の
そ
の
よ
う
な
複
雑
な
心
を
反
映
し
た
言
葉
で
あ
る
よ
う
に
思
う
。

 
以
上
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
正
暦
三
年
十
二
月
十
一
日
付
け
の
通
算
の
上

奏
文
に
よ
っ
て
、
当
時
の
彼
の
位
階
と
官
職
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま

た
、
当
時
の
彼
の
年
齢
（
四
十
歳
前
後
）
を
想
定
し
、
彼
の
置
か
れ
て
い
た
状

況
を
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
中
で
も
、
当
時
の
彼
の
年
齢
を
想
定
で
き
た

の
は
大
き
な
収
穫
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
れ
ま
で
手
掛
か
り

が
少
な
く
て
不
鮮
明
で
あ
っ
た
彼
の
人
間
像
（
生
涯
）
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
よ

り
個
性
化
で
き
た
か
ら
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
も
そ
れ
が
可
能
だ
か
ら
で
あ
る
。

同
じ
く
彼
の
文
学
活
動
が
、
こ
れ
か
ら
、
そ
れ
に
よ
っ
て
よ
り
具
体
化
で
き
る

か
ら
で
あ
る
。

 
前
者
の
人
間
像
（
生
涯
）
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
述
べ
て
き
た
よ
う

に
、
例
え
ば
、
通
直
の
出
生
年
次
を
天
暦
七
年
頃
と
推
定
で
き
、
そ
れ
に
よ
っ

て
、
彼
と
祖
父
の
朝
畑
（
天
徳
元
年
死
去
）
と
の
関
係
、
彼
の
ラ
イ
バ
ル
で
あ

っ
た
は
ず
の
匡
衡
（
天
暦
六
年
誕
生
）
や
以
言
（
天
暦
九
年
誕
生
）
と
の
関
係

を
対
比
さ
せ
な
が
ら
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
勿
論
、
今
後
も
彼
の
人
間
像

（
生
涯
）
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、
彼
の
文
章
博
士
就
任
は
、
 
『
田
中
歴
」

〈
「
儒
者
歴
」
〉
忙
よ
る
と
、
「
寛
弘
七
八
・
従
三
下
」
と
な
っ
て
お
り
、
そ

れ
は
寛
弘
七
年
八
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
す
る
が
、
そ
う
す
る
と
、
当
時
の
彼

の
年
齢
は
五
十
八
歳
前
後
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
匡
衡
の
そ
れ
が
三
十
八
歳

（
初
回
の
就
任
は
永
柞
元
年
十
一
月
く
同
上
V
）
、
以
言
の
そ
れ
が
四
十
七
歳

（
長
保
三
年
八
月
〈
同
上
〉
）
で
あ
っ
た
の
に
比
較
し
て
、
．
そ
れ
が
は
る
か
に

遅
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
な
ど
を
個
性
的
に
説
明
し
、
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る

だ
ろ
う
。
一
方
、
後
者
の
文
学
活
動
に
つ
い
て
は
、
も
っ
ぱ
ら
こ
れ
か
ら
述
べ

る
こ
と
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。
例
え
ば
、
通
直
の
年
齢
が
想
定
で
き
た
こ
と
に

よ
っ
て
、
寛
弘
三
年
三
月
二
十
四
日
号
道
長
邸
で
の
作
文
会
に
お
け
る
「
花
鳥

春
雲
貯
」
（
上
の
1
0
）
と
い
う
彼
の
七
律
の
、
そ
の
第
八
句
目
に
は
、
 
「
髪
雪
早

寒
」
と
詠
じ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
（
そ
れ
は
当
時
五
十
四
歳
前
後
の
彼
の

実
像
を
割
合
に
忠
実
に
反
映
さ
せ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
そ
の
年
齢
か
ら
い

（60）



っ
て
、
 
「
白
髪
が
寒
さ
に
ふ
る
え
て
い
る
」
と
い
う
表
現
は
十
分
に
納
得
さ
れ

る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
な
ど
を
具
体
的
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
思
う
。

 
と
こ
ろ
で
、
さ
き
の
正
暦
三
年
（
九
九
二
）
十
二
月
十
一
日
付
け
の
通
直
の

上
奏
文
は
、
内
容
的
に
は
自
分
の
対
策
時
の
問
頭
博
士
を
藤
原
弘
道
に
指
定
申

請
し
た
も
の
で
あ
っ
た
ρ
対
策
時
の
問
頭
博
士
に
つ
い
て
は
、
 
「
鳶
頭
博
士
は

式
部
省
官
人
（
輔
翼
）
中
の
儒
者
で
、
大
体
定
ま
っ
て
み
る
が
、
そ
れ
が
も
し

故
障
が
あ
っ
た
り
、
又
文
章
院
に
於
い
て
同
じ
曹
司
の
出
身
で
あ
る
場
合
に

は
、
受
験
者
の
方
か
ら
適
当
な
叩
頭
博
士
を
指
定
申
請
す
る
。
」
 
〈
『
上
代
学

制
の
研
究
』
二
九
一
頁
〉
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
今
回
の
通
直
の
場
合
も
、
そ

れ
を
彼
の
方
か
ら
指
定
申
請
し
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
上
奏
文
中

に
、
 
「
而
大
輔
菅
原
朝
臣
依
レ
有
二
故
障
「
不
・
性
器
□
。
」
と
あ
る
と
こ
ろ
が
ら

す
る
と
、
当
時
の
式
部
大
輔
の
菅
原
朝
臣
（
『
公
卿
補
任
』
に
よ
る
と
菅
原
輔

正
六
十
八
歳
）
に
不
都
合
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
り
、
ま
た
、
同
じ
く
、
 
「
少
輔

三
善
朝
臣
佐
忠
・
巨
蛍
手
時
等
量
是
周
坊
也
。
」
と
あ
る
と
こ
ろ
が
ら
す
る

と
、
当
時
の
式
部
少
輔
の
三
善
佐
忠
や
巨
勢
為
時
な
ど
が
彼
と
は
文
章
院
の
同

じ
曹
司
の
出
身
者
で
あ
っ
た
た
め
、
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

 
通
園
が
問
頭
博
士
に
指
定
申
請
し
た
藤
原
弘
道
は
↓
文
章
博
士
・
従
四
位
上

で
あ
っ
た
後
生
（
天
禄
元
年
七
月
十
二
日
卒
。
六
十
二
歳
〈
『
尊
卑
分
脈
』
〉
）

の
一
男
で
、
の
ち
に
文
章
博
士
（
長
徳
元
年
正
月
に
従
五
位
下
で
就
任
く
『
二

三
歴
」
 
「
儒
職
歴
」
V
）
や
東
宮
学
士
（
長
徳
二
年
就
任
〈
同
上
〉
）
な
ど
の

儒
職
を
歴
任
し
、
従
四
位
下
に
至
っ
た
人
物
で
あ
る
く
『
尊
卑
分
脈
』
〉
。
し

か
し
、
寛
弘
五
年
四
月
二
十
三
日
に
五
十
八
歳
で
卒
し
た
と
す
る
説
〈
同
上
〉

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む

に
従
う
と
（
な
お
、
 
『
権
記
」
に
よ
る
と
、
同
年
同
月
二
十
二
日
に
五
十
五
歳

『
本
朝
麗
藻
」
全
注
釈
噌

で
卒
し
元
と
い
う
。
）
、
通
直
が
唇
頭
博
士
に
指
定
申
請
し
た
正
暦
三
年
時
に

は
、
彼
の
年
齢
は
四
十
二
歳
と
い
う
こ
と
に
な
る
（
『
権
記
』
説
に
よ
る
と
三

十
九
歳
）
。
対
策
を
受
け
る
通
直
が
四
十
歳
前
後
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
か

ら
、
年
齢
的
に
は
彼
我
の
差
は
そ
れ
ほ
ど
な
か
っ
た
か
ど
想
像
さ
れ
る
。

 
た
だ
、
こ
こ
で
一
つ
注
目
さ
れ
る
の
は
、
通
貨
に
よ
っ
て
問
頭
博
士
に
指
定

申
請
さ
れ
た
弘
道
の
年
齢
が
四
十
二
歳
（
三
十
九
歳
）
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

に
よ
っ
て
、
当
時
の
通
直
の
年
齢
が
そ
れ
以
下
で
あ
っ
た
ら
し
い
と
い
う
こ
と

が
推
測
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
問
頭
博
士
を
指
定
申
請
す
る
場

合
に
は
、
 
「
他
二
士
二
至
リ
テ
ハ
、
或
イ
ハ
是
レ
韓
族
・
同
房
ノ
諦
（
は
ば
か

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
 
む
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 
 
 
む
 
 
 
む

か
）
有
り
。
或
イ
ハ
亦
養
田
貞
ト
其
ノ
年
歯
ヲ
論
ズ
レ
バ
、
則
チ
已
二
子
弟
為

む
 
 
 
 
 
む

ル
ナ
リ
。
」
 
〈
『
桂
林
遺
芳
抄
』
 
「
虚
日
同
房
一
為
二
他
儒
一
例
」
〉
と
藤
原
惟
貞

が
言
っ
て
い
る
よ
う
に
、
一
般
的
に
は
、
三
族
や
同
房
の
者
は
勿
論
の
こ
と
、

年
齢
が
自
分
よ
り
も
下
で
あ
る
者
を
避
け
た
か
ら
で
あ
る
。
確
か
に
自
分
よ
り

も
年
少
の
者
を
問
頭
博
士
に
指
定
申
請
す
る
の
は
不
都
合
で
あ
る
よ
う
に
思
う

が
、
通
学
の
場
合
も
そ
れ
を
恐
ら
く
論
っ
た
に
違
い
な
い
と
思
う
。
そ
う
す
る

と
、
通
直
の
年
齢
は
、
四
十
歳
前
後
と
は
言
っ
て
も
、
そ
の
上
限
は
四
十
二
歳

（
三
十
九
歳
）
に
は
達
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
四
十

一
歳
（
三
十
八
歳
）
以
下
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
彼
の
年
齢
は
こ
れ
ま
で
よ
り

一
層
限
定
さ
れ
て
く
る
よ
う
に
思
え
る
。
注
目
す
べ
き
点
で
あ
ろ
う
。

 
そ
の
、
当
時
四
十
二
歳
（
あ
る
い
は
三
十
九
歳
）
の
弘
道
の
官
職
は
、
・
「
内

記
」
で
あ
っ
た
と
い
う
。
 
『
桂
林
遺
芳
抄
」
で
は
欠
字
の
た
め
不
明
で
あ
る

が
、
ぎ
き
の
『
胎
中
歴
」
 
〈
「
儒
職
歴
」
〉
の
記
事
に
よ
る
と
、
そ
の
三
年
後

の
長
徳
元
年
正
月
に
は
従
五
位
下
で
文
章
博
士
に
就
任
し
て
お
り
、
恐
ら
く
、

そ
の
「
内
記
」
と
い
う
の
は
、
大
内
詑
（
正
六
上
上
相
当
官
）
で
あ
っ
た
に
違
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い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
た
と
い
大
内
記
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
は
「
儒

官
」
で
は
な
い
。
そ
れ
故
に
、
当
時
の
弘
道
を
空
頭
博
士
に
指
定
申
請
す
る
の

は
不
都
合
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
ゐ
が
、
一
方
で
は
、
「
儒
官
」
で
な
い
者
を

指
定
申
請
し
て
、
そ
れ
が
認
め
ら
れ
て
も
い
た
ら
し
い
。
 
『
桂
林
遺
芳
抄
」

〈
「
非
二
儒
官
［
人
間
頭
例
」
〉
に
は
、
そ
の
「
旧
例
」
と
し
て
、
寛
和
二
年
十

月
二
十
五
日
の
宣
旨
で
、
藤
原
惟
貞
が
民
部
大
輔
の
三
善
道
統
を
指
定
申
請
し

て
そ
れ
が
認
め
ら
れ
た
例
、
正
暦
三
年
十
二
月
二
十
日
の
宣
旨
で
、
藤
原
為
文

が
勘
解
由
次
宮
の
藤
原
聖
像
を
指
定
申
請
し
て
そ
れ
が
認
め
ら
れ
た
例
、
そ
し

て
、
こ
の
通
直
の
場
合
の
へ
正
暦
三
年
十
二
月
二
十
八
日
の
宣
旨
で
認
め
ら
れ

た
例
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
通
直
が
弘
道
を
指
定
申
請
す
る
時
に
は
、
寛
和

二
年
の
惟
貞
の
先
例
や
ほ
ぼ
同
時
の
為
文
の
例
を
参
考
に
し
た
わ
け
で
あ
る
。

 
な
か
で
も
、
後
者
の
藤
原
為
文
の
例
を
参
考
に
し
た
こ
と
は
、
通
直
自
身
が

そ
の
上
奏
文
の
中
で
、
「
右
、
謹
ミ
テ
案
内
を
強
（
け
み
）
ス
ル
ニ
、
通
直
・

む
 
 
む

為
文
ハ
献
策
ヲ
課
試
ス
可
キ
ノ
由
、
宣
旨
ヲ
下
サ
ル
。
而
ル
ニ
大
輔
ノ
菅
原
朝
臣

ハ
故
障
有
ル
唱
導
リ
テ
藁
座
ス
ル
能
ハ
ズ
。
少
輔
ノ
三
語
学
二
佐
忠
・
巨
勢
守
口

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む

等
ハ
皆
是
レ
赤
坊
ナ
リ
。
価
（
す
な
は
）
チ
為
文
ハ
勘
解
由
次
官
ノ
藤
原
朝
臣

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む

惟
貞
ヲ
以
テ
問
頭
に
申
請
シ
、
已
二
宣
旨
ヲ
蒙
レ
リ
。
…
…
為
軍
馬
八
二
優
々

ヲ
蒙
レ
バ
、
通
直
ハ
蓋
（
な
ん
）
ゾ
三
跡
ヲ
仰
ガ
ザ
ル
。
望
ミ
請
フ
ラ
ク
《

天
恩
ノ
傍
例
二
因
准
シ
テ
、
件
ノ
弘
道
ヲ
以
テ
智
頭
ト
為
サ
ン
コ
ト
ヲ
。
…

…
。
」
と
言
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
明
白
で
あ
る
。
通
直
は
、
と
く
に
為

文
の
例
に
従
っ
て
、
問
頭
博
士
を
指
定
申
請
し
た
ら
し
い
。

・
と
こ
ろ
で
、
そ
の
藤
原
豊
平
の
場
合
で
あ
る
が
、
彼
は
、
正
暦
三
年
十
二
月

八
日
に
藤
原
惟
貞
（
勘
解
由
次
官
・
従
五
位
下
）
を
問
頭
博
士
に
指
定
申
請
し

て
い
た
く
『
桂
林
遺
芳
抄
」
 
「
省
官
故
障
之
時
運
二
鵜
呑
一
例
」
〉
。
そ
の
上
奏

文
は
、
確
か
に
、
通
直
の
そ
れ
の
三
日
前
に
提
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
理
由

は
、
 
「
式
部
大
輔
菅
原
朝
臣
相
二
当
蒼
頭
 
、
而
彼
朝
臣
俄
申
二
障
由
一
。
一
」
で
あ

．
つ
た
か
ら
だ
と
い
う
。
こ
れ
も
、
通
直
の
そ
れ
と
同
様
で
あ
り
、
確
か
に
、
式

部
大
輔
の
菅
原
輔
正
に
不
都
合
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
そ
の
中
で
言
っ
て
い
る
。

当
時
の
為
文
の
肩
書
き
は
、
 
「
文
章
得
業
生
・
正
六
河
上
・
大
和
権
大
嫁
」

 
〈
同
上
〉
で
あ
り
、
官
位
の
上
で
も
、
垂
直
の
そ
れ
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
り
が
な

い
。
た
だ
し
、
為
文
の
場
面
に
は
、
そ
の
対
策
及
第
を
目
指
す
者
と
し
て
、
通

直
よ
り
も
は
る
か
に
有
利
な
立
場
に
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
当

時
の
為
文
に
は
、
父
の
公
方
が
健
在
で
あ
っ
た
ら
し
い
か
ら
で
あ
る
。

 
藤
原
式
家
の
学
問
の
伝
統
を
受
け
継
ぐ
為
文
の
父
・
公
方
は
、
「
従
四
位
下

 
・
左
衛
門
佐
・
文
章
博
士
」
 
〈
『
尊
卑
分
脈
」
〉
に
至
っ
た
人
物
で
あ
る
。
と

く
に
文
章
博
士
に
は
、
天
元
四
年
（
九
八
一
）
十
月
に
従
五
位
下
で
就
任
し
た

ら
し
い
〈
『
二
中
国
」
 
「
儒
者
歴
・
文
章
博
士
」
〉
。
そ
の
公
方
の
卒
年
は
、
．

 
「
系
図
纂
要
」
に
よ
る
と
長
保
三
年
（
一
〇
〇
一
）
五
月
二
十
日
と
さ
れ
（
な

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

お
、
 
『
尊
卑
分
脈
』
で
は
内
長
保
三
年
五
月
二
十
日
を
為
文
の
卒
年
と
す
る
。

た
だ
し
、
こ
の
『
尊
卑
分
脈
」
の
説
で
は
、
呉
牛
の
子
の
義
忠
〈
一
〇
〇
四
一

 
一
〇
四
」
〉
の
出
生
年
時
と
の
関
係
で
不
都
合
が
あ
り
、
槙
野
広
造
「
平
安
朝

日
記
に
記
述
さ
れ
た
る
人
物
の
研
究
四
」
 
〈
『
平
安
文
学
研
究
』
第
六
十
二

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

輯
〉
に
お
い
て
も
、
 
『
系
図
纂
要
」
の
説
を
是
と
す
る
。
）
、
も
し
そ
う
だ
っ

た
と
す
る
と
、
為
文
が
対
策
に
臨
も
う
と
し
て
い
た
正
暦
三
年
（
九
九
二
）
に

は
、
父
の
公
方
は
今
な
お
健
在
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
父
の
助
力
を

期
待
で
き
る
立
場
に
隠
文
が
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
、
祖
父
の
朝

綱
・
伯
父
の
澄
明
を
早
く
に
失
い
、
そ
れ
ば
か
り
か
．
父
の
澄
江
の
助
力
を
も

期
待
で
き
な
か
っ
た
ら
し
い
当
時
の
通
直
の
境
遇
に
比
べ
る
と
、
は
る
か
に
め
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ぐ
ま
れ
て
い
た
と
言
え
よ
う
。

 
さ
て
、
さ
き
の
為
文
の
上
奏
文
は
、
正
暦
三
年
十
二
月
二
十
日
に
申
請
通
り

に
認
可
さ
れ
、
彼
は
対
策
及
第
を
果
た
し
て
い
る
〈
『
桂
林
遺
芳
抄
』
〉
。

一
方
、
為
文
の
そ
れ
の
三
日
後
に
提
出
さ
れ
た
通
詞
の
上
奏
文
は
、
為
文
の
そ

れ
に
後
れ
る
こ
と
八
日
目
の
同
年
同
月
ご
十
八
日
に
申
請
通
り
に
認
可
さ
れ
、

こ
こ
に
通
直
も
ま
た
念
願
の
対
策
及
第
を
果
た
す
こ
と
に
な
る
く
同
上
〉
。
四

十
歳
前
後
の
年
齢
で
よ
う
や
く
手
に
し
た
栄
冠
で
あ
っ
た
。
そ
の
栄
冠
は
、
あ

る
い
は
、
時
期
的
に
見
て
、
当
時
の
摂
政
・
正
二
位
の
道
隆
（
四
十
歳
）
の
恩

沢
を
こ
う
む
っ
た
結
果
と
も
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
は
な
い
。
と
い
う
の
は
、
道

隆
は
正
暦
三
年
に
は
、
ち
ょ
う
ど
四
十
歳
に
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
も
同
年
十
二

且
二
十
・
一
日
に
は
、
法
舟
宿
で
「
四
十
算
」
の
賀
宴
が
と
り
行
な
わ
れ
て
い
る

か
ら
で
あ
る
く
「
日
本
紀
略
」
〉
。
通
直
の
年
齢
も
当
時
四
十
歳
前
後
で
あ
っ

た
こ
と
を
考
え
あ
わ
せ
る
と
、
そ
の
可
能
性
も
．
否
定
し
き
れ
な
い
よ
う
に
思

う
。
ま
た
、
通
巻
の
方
も
、
そ
の
こ
と
を
意
識
し
て
、
彼
の
上
奏
文
中
に
「
過
二

強
仕
之
期
一
」
と
い
う
一
句
を
敢
え
て
挿
入
し
た
と
も
、
あ
る
い
は
、
考
え
ら

れ
な
い
こ
と
は
な
い
よ
う
に
思
う
。

 
と
に
か
く
、
通
直
は
念
願
の
対
策
及
第
を
果
た
し
た
。
し
か
し
、
念
願
の
栄

冠
を
手
に
し
な
が
ら
、
そ
の
後
の
通
知
の
官
位
の
昇
進
は
、
や
は
り
思
い
通
り

に
は
い
か
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

 
と
い
う
の
は
、
例
え
ば
、
正
暦
三
年
（
九
九
二
）
十
二
月
二
十
八
日
に
対
策

及
第
を
果
た
し
た
通
直
の
、
そ
の
四
年
後
の
長
徳
二
年
（
九
九
六
）
の
官
位

が
、
 
「
治
鼻
詰
丞
・
正
六
言
上
〈
前
文
章
得
業
生
〉
・
」
 
〈
『
長
徳
二
年
大
間

書
』
〉
で
し
か
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

 
対
策
及
第
後
四
年
間
（
実
質
的
に
は
、
お
よ
そ
丸
三
年
間
）
を
経
過
し
な
が

『
本
朝
麗
藻
」
全
注
釈
㈲

ら
、
通
直
の
官
位
は
、
治
部
少
丞
・
正
六
位
上
で
し
が
な
か
っ
た
。
彼
は
四
十

・
四
歳
前
後
に
も
な
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
『
長
徳
二
年
大
閲
書
」
は
、

一
条
天
皇
の
長
徳
二
年
正
月
の
除
目
の
時
の
大
間
書
で
あ
る
が
（
同
年
同
月
二

十
五
日
の
日
付
け
を
持
つ
。
）
、
そ
う
す
る
と
、
こ
の
時
に
は
じ
め
て
通
直
は

 
「
治
部
少
丞
」
の
官
職
に
任
命
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
尻
付
け
に

 
「
前
文
章
得
業
生
」
と
あ
る
か
ら
、
こ
れ
が
彼
の
対
策
及
第
後
の
初
任
官
と
い

う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
う
言
え
ば
、
位
階
の
方
も
「
正
六
母
上
」

で
馬
対
策
及
第
時
の
正
暦
三
年
当
時
の
ま
ま
で
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

 
驚
く
べ
き
官
位
の
遅
滞
ぶ
り
と
言
え
よ
う
。
通
言
は
念
願
の
栄
冠
を
手
に
し

な
が
ら
、
．
そ
の
対
策
及
第
の
正
暦
三
年
（
九
九
二
）
十
二
月
二
十
八
日
か
ら
長

徳
二
年
（
九
九
六
）
正
月
の
除
目
ま
で
、
実
質
的
に
は
、
丸
三
年
間
と
い
う
も

の
、
新
た
な
官
位
に
任
ぜ
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
位
階
の
方
は

と
に
か
く
、
官
職
の
方
は
、
対
策
及
第
後
は
、
「
…
…
謹
シ
ミ
テ
旧
号
ヲ
検
（
け

み
）
ス
ル
ニ
、
文
章
得
業
生
献
策
ノ
輩
ハ
、
一
度
ノ
除
目
ヲ
過
ギ
ズ
シ
テ
苫
舟

ヲ
拝
任
ス
ル
者
（
こ
と
）
、
、
聖
代
不
易
ノ
通
規
ナ
リ
。
 
（
後
略
）
」
 
〈
「
除
目

大
成
抄
』
第
八
・
藤
原
国
能
「
請
丁
特
蒙
二
天
二
一
、
依
二
対
策
及
第
労
一
、
被
丙

拝
乙
任
諸
司
助
閾
甲
状
」
元
永
元
年
（
二
一
八
）
十
｝
月
十
九
日
付
〉
と
か
、

 
「
…
…
謹
シ
ミ
テ
聖
代
ノ
嘉
猷
（
か
い
う
・
め
で
た
い
は
か
り
ご
と
）
ヲ
検
シ
、

伏
シ
テ
儒
林
ノ
固
実
ヲ
訪
（
と
）
フ
ニ
、
献
策
ノ
輩
ハ
一
度
ノ
除
書
ヲ
過
ギ
ズ

シ
テ
、
必
ズ
要
望
ノ
官
職
ヲ
拝
ス
。
」
 
〈
同
上
・
藤
原
家
実
「
請
丁
殊
蒙
二
天

恩
一
、
因
二
野
先
例
一
、
依
二
献
策
労
一
、
被
丙
拝
乙
任
右
衛
門
尉
闘
甲
状
」
治
承
元
年

 
（
一
一
七
七
）
十
一
月
十
五
日
付
〉
と
か
と
あ
る
よ
う
に
、
一
般
に
は
最
も
早

い
除
目
の
時
に
転
官
を
拝
命
す
る
の
が
常
道
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

 
例
え
ば
、
『
除
目
大
成
抄
」
 
〈
第
八
〉
所
収
の
菅
原
長
江
の
「
請
丁
殊
蒙
二
天

（63）



三
一
、
因
二
等
先
例
一
、
依
二
献
冊
二
一
、
被
丙
拝
乙
任
式
部
御
宇
修
理
亮
等
闘
甲
状
」
（
治

承
二
年
正
月
二
十
日
付
）
に
は
、
 
「
正
長
守
、
謹
シ
ミ
テ
案
内
ヲ
検
ス
ル
ニ
、

献
策
ノ
後
、
」
値
チ
ニ
式
部
丞
二
任
ゼ
ラ
ル
ル
ノ
者
、
遠
ク
ハ
延
喜
ヨ
リ
近
ク
ハ

聖
ノ
応
保
マ
デ
、
殿
上
・
地
下
露
都
盧
（
す
べ
て
）
二
十
一
人
ナ
リ
。
し
と
言

い
、
対
策
及
第
後
、
す
ぐ
に
「
式
部
丞
」
に
任
命
さ
れ
た
先
例
者
二
十
一
名
を

列
挙
し
て
い
る
。
初
任
官
が
「
式
部
承
〔
と
い
う
限
定
付
き
で
あ
る
が
、
そ
の

先
例
者
の
ほ
と
ん
ど
が
、
確
か
に
、
対
策
及
第
の
年
の
翌
年
に
は
そ
の
官
職
に

任
命
さ
れ
て
い
る
（
二
十
一
名
の
う
ち
、
そ
の
年
内
に
任
命
さ
れ
た
者
二
名
、

翌
々
年
に
任
命
さ
れ
た
老
荘
名
で
あ
る
。
）
。
今
、
通
直
と
の
関
係
で
、
こ
れ

を
一
条
朝
の
寛
弘
年
間
ま
で
に
限
っ
て
見
て
み
る
と
、
そ
の
先
例
者
は
以
下
の

十
名
に
な
る
。
大
江
千
古
（
延
喜
元
年
九
月
冊
、
同
二
年
二
月
任
・
之
）
．
藤

原
文
七
（
延
喜
七
年
三
月
冊
、
同
八
年
正
月
任
・
之
）
・
大
江
維
蒔
（
延
長
元

年
八
月
冊
、
同
二
年
二
月
任
レ
之
）
・
藤
原
経
臣
（
承
平
二
年
九
月
冊
、
同
三

年
十
月
任
レ
之
）
・
藤
原
国
光
（
天
慶
六
年
冊
、
同
七
年
三
月
任
レ
之
）
・
大
江

三
光
（
天
徳
元
年
十
月
冊
、
同
二
年
正
月
任
・
之
）
，
・
藤
原
雅
材
（
応
和
二
年

冊
、
同
三
年
正
月
任
レ
之
）
・
藤
原
惟
成
（
天
禄
二
年
冊
、
天
延
元
年
任
レ
之
）

漁
藤
原
広
業
（
長
徳
四
年
十
二
月
過
、
長
保
元
年
正
月
任
レ
之
）
・
藤
原
資
業

（
寛
弘
二
年
十
月
冊
、
同
三
年
正
月
任
レ
之
）
の
十
名
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。

 
右
の
大
江
千
古
か
ら
藤
原
資
業
の
先
例
者
十
名
の
う
ち
、
藤
原
惟
成
一
人
を

除
い
て
、
他
の
九
人
は
す
べ
て
対
策
及
第
の
翌
年
に
は
「
式
部
承
〔
に
任
官
し

て
い
る
。
藤
原
惟
成
の
場
合
だ
け
、
天
禄
二
年
（
九
七
一
）
に
対
策
及
第
を
果
た

し
な
が
ら
、
翌
々
年
の
天
延
元
年
（
九
七
三
）
に
任
官
し
鞄
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
確
か
に
、
対
策
及
第
後
、
二
年
を
経
過
し
て
初
任
官
を
手
に
す
る
藤
原
惟

成
の
よ
う
な
場
合
も
あ
っ
た
こ
と
は
あ
っ
た
ら
し
い
。
た
だ
し
、
そ
れ
は
極
め

て
珍
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
と
い
う
。
と
い
う
の
は
、
上
記
の
藤
原
家
実
の
上
奏

文
〈
『
除
目
大
成
抄
』
第
八
・
治
承
元
年
十
一
月
十
五
日
付
〉
に
は
、
さ
き

の
一
文
に
続
け
て
、
「
愛
（
こ
こ
）
二
家
心
尽
去
年
十
月
早
出
試
ヲ
奉
ズ
ル
ノ

後
、
二
年
ヲ
送
ル
ト
錐
モ
、
未
ダ
一
士
ヲ
モ
給
セ
ラ
レ
ズ
。
之
ヲ
先
規
二
訪

ヘ
バ
、
未
ダ
曽
（
か
つ
）
テ
此
ノ
例
有
ラ
ズ
。
」
と
あ
り
、
対
策
及
第
後
、
は
，

や
二
年
を
経
過
し
よ
う
と
す
る
の
に
（
彼
の
場
合
は
、
去
年
の
十
月
に
対
策
及

第
し
た
と
言
っ
て
お
り
、
て
の
上
奏
文
を
提
出
し
て
い
る
の
が
そ
の
翌
年
の
十

一
月
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
実
質
的
に
は
丸
一
年
を
す
ぎ
た
ば
か
り
で
あ
る
。
、

そ
れ
な
の
に
「
送
三
一
年
こ
と
言
っ
て
い
る
こ
と
に
注
目
。
）
、
い
．
ま
だ
初
任

官
を
手
に
で
き
な
い
で
い
る
こ
と
を
嘆
き
、
こ
れ
は
未
曽
有
の
こ
と
だ
と
言
っ

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

 
つ
ま
り
、
血
膿
の
当
時
に
も
、
勿
論
、
「
対
策
及
第
す
れ
ば
最
も
早
い
除
目
に

際
し
て
任
官
さ
れ
る
の
は
当
然
で
あ
っ
た
」
 
〈
桃
裕
行
『
上
代
学
制
の
研
究
』

二
九
一
頁
〉
は
ず
な
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
通
雨
の
場
合
に
は
、
そ
う
は
な

っ
て
い
な
い
。
実
質
的
に
は
、
お
よ
そ
丸
三
年
間
と
い
う
も
の
、
彼
は
新
た
な

官
位
に
任
ぜ
ら
れ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
彼
は
、
対
策
及
第
を
果
た

し
て
か
ら
数
え
て
四
年
目
の
長
徳
二
年
（
九
九
六
）
正
月
の
除
目
で
、
よ
う
や

く
「
治
部
少
丞
」
の
官
職
を
手
に
し
た
に
す
蒼
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
彼
が
、

そ
の
当
時
、
い
か
ほ
ど
の
焦
燥
感
・
不
安
感
・
絶
望
感
を
い
だ
い
て
い
た
か
は

想
像
に
か
た
く
な
い
。

 
そ
の
当
時
の
謹
直
も
、
彼
よ
り
も
お
よ
そ
百
年
以
上
も
後
世
の
こ
と
に
な
る

が
、
上
記
の
藤
原
国
界
の
、
「
文
章
得
業
生
献
策
之
輩
、
不
・
過
二
一
度
除
目
一
、

三
二
任
京
宮
一
者
、
聖
代
不
易
之
通
規
也
。
」
と
い
う
意
見
や
、
同
じ
く
藤
原

家
実
の
、
 
「
献
策
之
輩
不
レ
過
一
二
度
駆
除
書
一
、
必
拝
二
要
望
之
官
職
一
。
」
と
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い
う
指
摘
、
そ
れ
ら
と
ほ
と
ん
ど
同
様
な
こ
と
を
恐
ら
く
考
え
、
そ
し
て
思
っ

て
い
た
に
違
い
な
い
。
そ
し
て
、
何
よ
り
も
、
同
じ
く
藤
原
豊
実
の
、
「
錐
レ

送
三
一
年
「
、
未
レ
給
二
一
官
一
、
訪
二
之
先
規
「
、
未
三
面
有
二
此
例
一
。
」
と
い
う
不

満
と
同
様
な
も
の
、
い
や
、
そ
れ
以
上
に
強
い
不
満
（
な
ぜ
な
ら
、
通
直
の
場

合
は
、
「
二
年
」
ど
こ
ろ
で
は
な
く
、
「
丸
三
年
」
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
）

を
恐
ら
く
抱
い
て
い
た
に
違
い
な
い
。
通
魔
の
そ
う
し
た
考
え
・
思
い
・
不
満

が
、
彼
の
焦
燥
感
・
不
安
感
・
絶
望
感
を
駆
り
た
て
ず
に
は
お
か
な
か
っ
た
だ

ろ
う
と
想
像
さ
れ
る
。

 
さ
ら
に
、
通
直
は
、
よ
り
身
近
な
存
在
と
し
て
の
祖
父
・
三
綱
の
場
合
や
伯

父
・
澄
明
の
揚
合
を
思
い
出
し
、
そ
れ
ら
を
我
が
身
の
場
合
に
引
き
比
べ
て
考

え
た
こ
ど
で
あ
ろ
う
。
祖
父
・
朝
綱
の
場
合
は
、
延
喜
二
十
二
年
目
対
策
及
第

し
、
翌
二
十
三
年
正
月
十
二
日
に
刑
部
少
丞
に
任
じ
ら
れ
て
い
た
く
『
公
卿
補

任
』
天
暦
七
年
条
〉
。
ま
た
、
伯
父
・
澄
明
の
場
合
は
、
天
暦
三
年
十
一
月
二

十
日
に
対
策
及
第
し
〈
「
日
本
知
略
』
〉
、
そ
の
任
官
の
月
日
や
当
時
の
彼
の

年
齢
に
つ
い
て
は
未
詳
な
が
ら
、
間
違
い
な
く
、
そ
の
年
内
か
そ
の
翌
天
暦
四

、
年
九
月
ま
で
に
は
、
恐
ら
く
「
兵
部
少
丞
」
 
（
コ
一
中
歴
』
第
十
二
「
詩
人
歴

 
・
儒
者
・
諸
大
夫
」
に
「
江
澄
明
鋲
蕊
」
と
あ
る
の
に
従
う
。
初
任
官
と
し
て
、
，

最
も
官
位
の
低
い
も
の
を
選
ん
だ
。
な
お
、
「
尊
卑
分
脈
』
に
は
、
「
大
膳
亮

 
・
兵
部
丞
・
、
民
部
少
輔
・
従
五
下
」
と
あ
る
。
）
に
任
じ
ら
れ
て
い
た
（
と
い

う
の
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
澄
明
は
、
対
策
及
第
の
翌
天
暦
四
年
九
月

に
は
早
世
し
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。
）
。

 
祖
父
・
朝
綱
も
伯
父
・
澄
明
も
、
対
策
及
第
後
は
や
は
り
年
内
か
そ
の
翌
年

に
は
初
任
官
を
手
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
で
に
こ
の
二
人
組
亡
く
な
っ
て

か
ら
（
伯
父
は
天
暦
四
年
〈
九
五
〇
〉
に
、
祖
父
は
天
徳
元
年
〈
九
五
七
〉
に

『
本
朝
・
麗
一
藻
」
全
注
釈
㈲

死
去
。
）
、
通
志
が
対
策
及
第
後
の
初
任
官
「
治
部
少
丞
」
を
手
に
し
た
長
徳
二

年
（
九
九
六
）
を
現
在
と
し
て
も
、
も
は
や
そ
れ
ぞ
れ
四
十
六
年
と
三
十
九
年
と

い
う
長
い
期
間
を
経
過
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
通
直
に
と
っ
て
は
こ
の
二

人
こ
そ
「
家
風
」
や
「
門
業
」
の
誇
り
で
あ
り
、
常
日
頃
彼
の
目
標
と
す
べ
き
存

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
り

在
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
過
去
の
こ
の
二
人
の
あ
り
し
状
況
と
、

彼
自
身
の
今
日
あ
る
状
況
と
は
、
通
直
に
よ
っ
て
い
つ
も
比
較
検
討
さ
れ
て
い

た
に
違
い
な
い
と
思
う
。
例
え
ば
、
今
回
の
、
彼
が
対
策
及
第
後
に
初
任
宮
を

手
に
す
る
の
に
丸
三
年
も
か
か
っ
た
と
い
う
事
実
に
対
し
て
も
、
伯
父
の
場
合

は
未
詳
で
あ
る
が
、
祖
父
が
対
策
及
第
し
た
の
は
三
十
七
歳
の
時
で
あ
り
、
そ

の
最
初
任
官
を
手
に
し
た
の
は
三
十
八
歳
の
時
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
れ
に
比
較

し
て
、
通
直
自
身
が
対
策
及
第
し
た
の
鳳
四
十
歳
前
後
で
あ
り
、
そ
の
後
初
任

官
を
手
に
し
た
の
は
四
十
四
歳
前
後
で
あ
る
こ
と
、
と
い
う
こ
と
は
、
前
者
の
場

合
に
も
三
歳
前
後
、
後
者
の
場
合
に
は
す
で
に
六
歳
前
後
も
遅
れ
を
と
っ
て
い

る
こ
と
に
な
る
、
な
ど
と
い
う
こ
と
に
思
い
を
め
ぐ
ら
し
、
彼
の
焦
燥
感
・
不

安
感
・
絶
望
感
を
よ
り
一
層
募
ら
せ
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
と
想
像
さ
れ
る
。

 
た
だ
し
、
通
直
は
、
彼
の
同
門
で
あ
ヶ
同
世
代
で
あ
り
、
し
か
も
年
齢
的
に
・

も
ほ
と
ん
ど
差
が
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
ラ
イ
バ
ル
の
匡
衡
（
す
で
に
述
べ
た
、

よ
う
に
、
通
直
の
誕
生
は
天
暦
七
年
前
後
と
推
定
さ
れ
る
が
、
匡
衡
は
天
暦
六

年
に
誕
生
し
て
い
る
。
）
の
場
合
を
も
見
知
っ
て
い
た
に
違
い
な
い
。
匡
衡
も

対
策
及
第
後
の
初
任
官
「
右
衛
門
権
尉
」
 
〈
『
中
古
歌
仙
三
十
六
人
伝
」
。
な

お
、
一
本
に
「
右
衛
門
権
大
尉
」
に
作
る
。
〉
を
手
に
す
る
の
に
、
お
よ
そ
丸

二
年
と
八
個
月
の
年
月
を
要
し
て
い
た
。
確
か
に
、
天
元
二
年
（
九
七
九
）
五

月
二
十
六
日
に
対
策
及
第
を
果
た
し
て
い
な
が
ら
、
匡
衡
が
そ
の
後
の
初
任
官

「
「
右
衛
門
権
尉
」
に
任
じ
ら
れ
た
の
は
同
五
年
（
九
八
二
）
正
月
三
十
日
で
あ
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つ
た
〈
同
上
〉
。
彼
の
場
合
に
も
、
 
「
聖
代
不
易
之
通
規
」
や
「
儒
林
之
固

実
」
が
遵
守
さ
れ
て
お
ら
ず
、
し
か
も
、
お
よ
そ
丸
二
年
八
個
月
を
も
待
た
さ

れ
る
と
い
う
、
そ
れ
こ
そ
「
未
曽
有
」
の
取
り
扱
い
を
受
け
て
い
た
。
通
告

は
、
勿
論
、
そ
の
匡
衡
の
場
合
を
も
見
知
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
こ
の
た

び
の
彼
自
身
の
そ
れ
と
比
べ
て
み
て
・
（
そ
れ
で
も
、
匡
衡
の
方
が
愚
直
よ
り
も

四
個
月
ほ
ど
早
い
が
）
、
多
少
は
そ
れ
を
気
休
め
の
理
由
に
し
て
い
た
か
も
し

れ
な
い
。

 
し
か
し
、
そ
れ
と
て
も
、
．
早
雪
が
三
十
一
歳
の
時
に
あ
た
り
、
通
直
が
よ
う

や
く
四
十
四
歳
前
後
で
対
策
及
第
後
の
初
任
官
「
治
部
少
丞
」
を
手
に
し
た
長

徳
二
年
（
九
九
六
）
か
ら
、
数
え
て
十
四
年
も
以
前
の
こ
と
に
な
る
。
し
か
も
、

あ
の
時
、
匡
衡
は
「
右
衛
門
権
尉
」
を
手
に
し
た
そ
の
翌
月
（
天
元
五
年
二
月

八
日
）
に
は
、
早
く
も
「
使
ノ
宣
旨
ヲ
蒙
」
テ
」
 
〈
『
中
古
歌
仙
三
十
六
人

 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む

伝
」
。
も
と
「
蒙
二
夫
宣
旨
こ
に
作
る
が
、
今
、
一
本
に
「
蒙
一
一
使
宣
旨
一
」
と
あ

る
に
従
う
。
〉
、
「
廷
尉
」
〈
『
江
吏
部
集
』
中
「
述
懐
。
古
調
詩
一
百
韻
」
〉

を
兼
職
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
「
廷
尉
」
と
は
、
具
体
的
に
は
、
 
「
（
検

非
違
使
庁
・
大
少
尉
は
）
是
も
h
左
右
衛
門
尉
で
兼
帯
す
る
例
で
あ
る
が
、
…

…
。
」
 
〈
和
田
英
松
『
官
職
要
解
」
一
二
九
頁
〉
と
あ
る
よ
う
に
、
 
「
右
衛
門

権
尉
」
で
あ
る
匡
衡
が
兼
職
し
た
と
い
う
こ
と
で
、
検
非
違
使
庁
の
大
尉
か
少

尉
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
匡
衡
は
、
当
時
、
こ
の
兼
職
を
こ
と
の
ほ
か
喜

ん
だ
ら
し
く
、
上
記
の
「
述
懐
。
古
調
詩
一
百
韻
」
 
〈
『
清
吏
群
集
」
中
〉
中

に
、
 
「
二
十
八
ニ
シ
テ
策
ヲ
献
ジ
、
…
…
三
十
一
ニ
シ
テ
官
ヲ
給
セ
ラ
レ
、
廷

尉
ト
シ
テ
鷹
鶴
（
よ
う
せ
ん
・
た
か
や
は
や
ぶ
さ
の
よ
う
な
志
の
高
い
仲
間
）

二
列
ス
。
」
と
、
そ
れ
を
誇
ら
か
に
記
し
て
い
る
（
対
策
及
第
後
の
初
任
官
で

は
な
く
、
兼
職
の
方
を
記
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
。
）
冶

 
通
直
は
、
そ
の
当
時
の
匡
衡
の
誇
ら
し
い
様
子
を
も
今
さ
ら
な
が
ら
目
に
浮

．
か
べ
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
目
に
浮
べ
る
と

と
も
に
、
長
徳
二
年
正
月
現
在
ま
で
の
匡
衡
の
官
位
の
昇
進
ぶ
り
に
も
思
い
を

馳
せ
ず
に
は
い
ち
れ
な
か
っ
た
に
違
い
な
い
。
あ
の
兼
職
を
果
た
し
た
後
の
匡

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む

衡
の
昇
進
ぶ
り
は
、
い
っ
た
い
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
通
直
に
と
っ
て
は
、
そ
れ

は
ま
さ
に
目
を
見
張
る
べ
き
も
の
が
あ
っ
た
。
永
観
二
年
（
九
八
四
）
正
月
七

日
に
「
従
五
位
下
」
に
叙
せ
ら
れ
た
と
思
う
や
、
そ
の
翌
二
月
一
日
に
は
「
甲

斐
権
守
」
に
任
ぜ
ら
れ
、
さ
ら
に
同
年
十
月
三
十
日
に
は
「
弾
正
少
弼
」
に
写

せ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
永
詐
元
年
（
九
八
九
）
正
月
七
日
に
は
「
従
五
位

上
」
を
手
に
し
、
同
年
十
一
月
二
十
八
日
に
は
、
と
う
と
う
「
文
章
博
士
」
に

至
っ
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
匡
衡
の
栄
誉
は
さ
ら
に
続
く
。
正
暦
二

年
（
九
九
一
）
正
月
一
日
に
「
次
侍
従
」
に
選
抜
さ
れ
、
翌
三
年
（
九
九
二
）

正
月
二
十
日
に
は
「
尾
張
権
守
」
を
兼
任
し
た
。
ま
た
、
長
徳
元
年
（
九
九

五
）
正
月
七
日
に
「
正
五
位
下
」
に
叙
せ
ら
れ
、
同
年
八
月
二
十
八
日
に
は

 
「
式
部
権
少
輔
」
を
兼
ね
て
い
た
く
以
上
、
す
べ
て
「
申
古
歌
仙
三
十
六
人

伝
』
に
よ
る
。
〉
。

 
つ
ま
り
、
長
徳
二
年
（
九
九
六
）
正
月
ま
で
に
は
、
四
十
五
歳
の
匡
衡
は
、

な
ん
と
、
以
上
の
官
位
に
ま
で
昇
り
つ
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
四
十
四
歳
前
後

の
衆
愚
が
、
対
策
及
第
後
の
初
任
官
「
治
富
津
丞
」
を
よ
う
や
く
手
に
し
た
時

期
に
で
あ
る
。
通
津
が
、
い
ま
だ
「
正
六
位
上
」
の
位
階
に
甘
ん
じ
て
い
た
時

期
に
で
あ
る
。

 
以
上
の
よ
う
に
、
長
徳
二
．
年
正
月
ま
で
の
、
ラ
イ
バ
ル
匡
衡
の
昇
進
ぶ
り
を

改
め
て
思
い
浮
か
べ
た
結
果
、
さ
き
ぼ
ど
の
多
少
の
気
休
め
、
す
な
わ
ち
、
匡

衡
で
さ
え
も
対
策
及
第
後
の
初
任
官
「
右
衛
門
権
尉
」
を
手
に
す
る
の
に
お
よ
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そ
丸
二
年
八
個
月
の
年
月
を
費
や
し
た
で
は
な
い
か
、
と
い
う
寒
紅
の
、
自
身

の
官
位
の
遅
滞
ぶ
り
を
慰
め
ん
と
す
る
気
休
め
は
、
た
ち
ま
ち
吹
き
飛
ん
で
し

ま
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
と
思
う
。
あ
の
ラ
イ
バ
ル
は
、
今
や
、
こ
の
自
分
と
は
問

題
に
な
ら
な
い
ほ
ど
の
官
位
の
高
み
に
登
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
、
と
通
直
は
思

い
な
お
し
、
彼
は
、
再
度
の
焦
燥
感
・
不
安
感
・
絶
望
感
に
苛
ま
れ
た
こ
と
で
．

あ
ろ
う
。

 
し
か
し
、
と
に
か
く
、
ラ
イ
バ
ル
の
匡
衡
に
は
官
位
の
点
で
は
は
る
か
に
引

き
離
さ
れ
た
と
は
い
え
、
対
策
及
第
を
果
た
し
、
そ
の
後
の
初
任
官
「
治
部
強

弓
」
を
も
手
に
し
た
通
言
は
、
彼
に
も
、
今
や
念
願
の
儒
官
へ
の
本
格
的
な
道

が
よ
う
や
く
切
り
開
か
れ
た
こ
と
を
実
感
し
た
に
違
い
な
い
。
そ
れ
は
、
ま
ぎ

れ
も
な
く
、
は
る
か
以
前
、
祖
父
の
朝
綱
が
そ
の
存
命
中
に
熱
望
し
て
や
ま
な

か
っ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
大
江
家
の
、
そ
れ
も
朝
綱
流
の
家
風
と
伝
統
を
継
承

す
る
使
命
を
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
帯
び
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
通
直
で
あ

る
が
、
ほ
と
ん
ど
独
力
で
こ
こ
ま
で
た
ど
り
着
い
た
と
言
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。

彼
自
身
の
才
能
の
み
を
武
器
に
し
て
戦
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
通
直
に
と

っ
て
、
険
し
く
、
本
当
に
長
い
道
の
り
で
あ
っ
た
と
思
う
。
し
か
も
寸
前
途
に

は
な
お
も
何
一
つ
展
望
が
開
か
れ
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
。

 
そ
れ
で
も
、
 
「
治
部
藤
井
」
に
就
任
し
た
そ
の
翌
年
の
長
徳
三
年
（
九
九

七
）
に
は
、
通
直
は
、
さ
っ
そ
く
「
少
内
記
」
に
転
じ
た
ら
し
い
く
『
除
目
大

成
抄
』
第
八
「
課
試
及
第
」
〉
。
そ
の
よ
う
な
喜
び
も
、
当
時
の
彼
に
は
な
い

こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
の
．
『
除
目
大
成
抄
』
の
記
事
の
尻
付
け
に
は
、
「
少
内

記
大
江
通
直
・
本
治
部
丞
」
と
あ
り
、
そ
れ
が
前
職
か
ら
の
転
任
で
あ
っ
た
こ

と
が
は
っ
き
り
す
る
。
ま
た
、
そ
の
記
事
の
小
題
目
に
「
課
試
無
官
…
…
例
」

と
あ
り
、
少
な
く
と
も
、
そ
の
転
任
が
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
も
対
策
及
第
の
功
に

「
本
朝
麗
藻
』
全
注
釈
歯

よ
っ
て
な
さ
れ
た
ら
し
い
こ
と
も
わ
か
る
。
当
時
四
十
五
歳
前
後
の
通
産
に
と

っ
て
、
 
「
少
内
記
」
へ
の
転
職
は
，
そ
れ
だ
け
で
誇
ら
し
い
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う

と
思
う
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
の
官
職
に
は
、
ま
さ
し
く
、
「
詔
勅
宣
命
を
つ
く
り
、

位
記
を
書
く
職
で
あ
る
か
ら
、
儒
者
で
文
章
の
上
手
な
も
の
を
任
撰
し
た
の

で
、
…
…
。
」
 
〈
『
官
職
要
解
」
〉
と
あ
る
よ
う
に
、
儒
者
た
る
べ
き
者
が
補

任
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
儒
者
と
し
て
の
才
能
が
本
当
に

試
さ
れ
る
職
場
で
あ
り
、
逆
に
、
，
そ
れ
故
に
、
自
己
の
文
章
の
才
能
を
十
分
に

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む

発
揮
で
き
る
宮
職
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
、
当
時
の
通
直
は
、
 
「
少

む
 
 
む
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む

内
記
大
江
昌
言
草
レ
詔
」
 
〈
『
日
本
記
略
』
長
徳
三
年
三
月
二
十
五
日
条
〉
と

い
う
よ
う
な
こ
と
を
見
聞
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
．
先
輩
の
同
僚
（
あ
る
い

は
、
前
任
者
）
の
仕
事
ぶ
り
に
、
彼
自
身
も
誇
り
を
い
だ
い
て
い
た
は
ず
で
あ

る
。 

以
上
の
よ
う
に
、
と
に
か
く
、
長
徳
三
年
（
九
九
七
）
ま
で
に
は
、
当
時
四

十
五
歳
前
後
の
通
直
は
「
少
内
記
」
の
官
職
に
補
せ
ら
れ
て
お
り
、
宿
願
で
あ

っ
た
儒
者
へ
の
道
を
現
実
に
歩
き
始
め
て
い
た
。
自
己
の
文
章
（
詩
文
）
の
才

能
を
存
分
に
発
揮
で
き
る
立
場
に
、
名
実
と
も
に
身
を
置
く
よ
う
に
な
っ
て
い

た
。
例
え
ば
、
当
時
の
上
司
・
大
内
記
の
一
人
に
文
人
と
し
て
名
高
い
三
十
二

歳
の
紀
斉
名
が
い
た
は
ず
で
あ
る
が
く
『
王
難
」
長
徳
三
年
十
月
十
二
日
条
〉
、

そ
の
よ
う
な
こ
と
も
彼
を
喜
ば
せ
、
勇
気
付
け
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
当
然
の
こ

と
に
、
公
私
の
作
文
会
な
ど
へ
の
出
席
回
数
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
多
く
な
っ
た

で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
か
た
く
な
い
。
恐
ら
く
、
彼
は
、
そ
の
よ
う
な
作
文

会
の
場
に
積
極
的
に
足
を
運
ん
で
は
自
身
の
才
能
を
で
き
る
だ
け
試
し
、
儒
者

と
し
て
の
評
価
を
世
間
に
認
め
さ
せ
よ
う
と
し
た
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
も

は
や
彼
に
は
、
そ
う
す
る
こ
と
で
し
か
、
大
江
家
の
、
そ
れ
も
朝
起
流
の
家
風
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＼

と
伝
統
と
を
世
間
に
認
知
さ
せ
る
す
べ
が
な
い
こ
と
、
そ
し
て
、
当
時
の
彼
の

官
位
昇
進
の
遅
滞
（
と
く
に
ラ
イ
バ
ル
の
匡
衡
の
そ
れ
に
比
較
し
て
の
こ
と
だ

が
、
長
徳
三
年
正
月
二
十
八
日
に
は
、
匡
衡
は
「
越
前
権
守
」
を
さ
ら
に
兼
職

し
、
同
年
三
月
九
日
に
は
な
ん
と
「
東
宮
学
士
」
に
補
任
さ
れ
て
い
る
〈
『
中
古

．
歌
仙
三
十
六
人
伝
』
〉
。
両
者
の
距
離
は
、
ま
す
ま
す
広
が
っ
て
い
た
。
）
に
対

す
る
焦
燥
感
・
不
安
感
・
絶
望
感
を
和
ら
げ
る
手
段
が
残
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
，

を
思
い
知
ら
さ
れ
て
い
た
に
違
い
な
い
と
想
像
す
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
さ
に
、

そ
の
当
時
は
、
 
「
し
か
し
律
令
制
度
の
崩
壊
と
、
そ
れ
に
代
る
摂
関
政
治
が
確

立
し
た
現
在
、
翰
林
出
身
の
儒
者
達
が
活
動
す
る
範
囲
は
狭
め
ら
れ
て
み
た
。

僅
か
に
風
雅
の
世
界
に
お
い
て
そ
の
才
能
を
表
し
た
に
過
ぎ
ず
、
廟
堂
に
参
劃

し
て
手
腕
を
揮
ふ
こ
と
は
な
か
っ
た
。
」
 
〈
大
曽
根
章
介
「
大
江
匡
衡
」
〉
乏

言
わ
れ
る
時
代
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

 
し
か
し
、
残
念
な
が
ら
、
長
徳
三
年
以
前
の
通
直
が
出
席
し
た
で
あ
ろ
う
作

文
会
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
今
の
所
、
何
の
手
掛
り
も
な
く
、
未
詳
と
し
か
言

え
な
い
。
ま
た
、
長
徳
三
年
以
後
の
そ
れ
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
ほ
ど
多
く
の
資

料
が
残
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
お
お
よ
そ
が
知
れ
る
だ
け
で
あ
る
。

以
下
に
、
そ
れ
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。

 
ま
ず
最
初
に
、
通
直
の
作
文
会
へ
の
出
席
が
資
料
的
に
確
認
で
き
る
の
は
、

 
「
権
記
」
の
長
保
元
年
（
九
九
九
）
九
月
十
一
日
の
記
事
で
あ
る
。
そ
れ
に

は
、
 
「
通
直
瀞
広
業
来
タ
ル
。
帥
宮
（
敦
道
親
王
）
、
観
音
院
二
二
イ
テ
作
文

ノ
事
有
リ
、
ト
云
々
。
」
と
あ
り
、
右
大
弁
の
行
成
（
二
十
八
歳
）
の
も
と
に

通
盆
と
広
業
と
が
立
ち
寄
っ
て
、
当
日
の
敦
道
親
王
主
催
の
観
音
院
に
お
け
る

作
文
会
の
様
子
を
報
告
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
詑
事
か
ら
し

て
、
多
分
、
雷
撃
と
広
業
と
は
、
当
の
作
文
会
に
出
席
し
た
そ
め
帰
り
に
行
成

の
も
と
を
訪
れ
た
の
で
あ
ろ
う
（
後
藤
昭
雄
『
平
安
朝
漢
文
学
論
考
』
 
〈
四
一

三
頁
〉
で
も
、
 
「
そ
れ
は
二
人
の
経
歴
か
ら
想
定
さ
れ
る
。
」
と
し
、
ま
た
、

森
田
兼
吉
『
和
泉
式
部
日
記
西
面
』
〈
三
六
四
頁
〉
で
も
、
「
最
初
か
ら
詩
作

を
考
え
た
う
え
で
の
随
行
者
の
選
定
で
あ
っ
た
。
」
と
す
る
。
）
。

 
主
催
者
の
敦
道
親
王
は
当
時
十
九
歳
で
あ
っ
た
が
、
彼
が
早
く
か
ら
当
時
の

文
人
た
ち
の
パ
ト
ロ
ン
的
存
在
と
し
て
作
文
会
を
主
催
し
て
い
た
こ
と
は
、
例

え
ば
、
「
（
帥
宮
が
）
又
、
学
生
ど
も
召
し
集
め
て
、
文
作
り
遊
ば
せ
た
ま
ひ

け
る
に
、
…
…
。
」
 
〈
『
大
鏡
」
巻
中
「
内
大
臣
道
隆
」
伝
〉
と
い
う
記
事

や
、
源
道
済
の
、
「
暮
春
陪
二
都
督
大
王
，
（
敦
道
親
王
）
㎜
遊
二
覧
法
登
院
一
、
同

画
讃
庭
花
依
レ
旧
開
一
。
」
 
〈
『
本
朝
麗
藻
』
巻
上
〉
と
題
す
る
詩
な
ど
を
見
れ

ば
容
易
に
納
得
で
き
る
。
こ
の
た
び
の
作
文
会
も
、
そ
う
し
た
も
の
の
一
つ
で

あ
っ
．
た
の
だ
ろ
う
。

 
と
こ
ろ
で
、
 
『
転
記
」
そ
の
他
の
資
料
に
よ
る
と
、
こ
の
敦
道
親
王
主
催
の

作
文
会
が
観
音
院
で
行
な
わ
れ
た
長
保
元
年
九
月
十
一
日
の
、
前
日
（
十
日
）

と
前
々
日
（
九
日
）
に
は
、
両
日
と
も
宮
中
で
作
文
会
が
行
な
わ
れ
て
い
た
こ

と
が
わ
か
る
。
九
日
（
重
陽
の
節
句
）
の
そ
れ
は
、
ま
ず
、
御
前
に
お
い
て

「
掩
韻
（
ゐ
ん
ふ
た
ぎ
）
」
の
遊
び
が
行
な
わ
れ
た
後
、
次
い
で
「
草
樹
減
二

秋
声
一
」
の
題
が
「
午
」
の
時
刻
に
出
さ
れ
て
作
文
会
と
な
っ
た
と
い
う
（
韻

は
「
聞
」
字
）
。
詩
形
は
、
 
「
七
言
六
韻
」
で
あ
っ
た
と
あ
る
か
ら
、
七
言
排

律
（
十
句
）
が
指
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
左
大
臣
の
道
長
（
三
十
四

歳
）
や
右
大
臣
の
顕
光
（
五
十
六
歳
）
を
は
じ
め
と
し
で
（
た
だ
し
、
以
上
の

両
人
は
七
言
絶
句
を
献
上
。
）
、
参
議
兼
左
権
中
将
の
星
群
（
三
十
三
歳
）

以
下
の
侍
臣
た
ち
が
詩
を
献
じ
た
と
い
う
。
ま
た
、
御
製
も
あ
っ
た
と
い
う

く
『
小
右
記
」
十
日
条
〉
。
た
だ
し
、
こ
の
御
前
作
文
会
は
、
宮
中
の
御
物
忌
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に
よ
り
「
密
宴
ノ
遊
ビ
」
，
〈
「
小
右
記
』
同
年
同
月
十
日
条
〉
と
い
う
こ
と
で

あ
っ
た
ら
し
い
。
一
方
、
 
「
権
記
』
の
十
日
の
記
事
に
よ
る
と
、
 
「
辰
ノ
第
二

詩
ヲ
講
ズ
。
罷
（
し
り
ぞ
）
キ
出
デ
ラ
レ
ズ
。
金
葎
ヨ
リ
御
書
所
二
於
イ
テ
モ

亦
タ
作
文
有
レ
バ
ナ
リ
。
」
と
あ
り
、
前
日
の
御
前
作
文
会
の
講
詩
が
「
辰
」

．
の
時
刻
に
行
な
わ
れ
た
あ
と
、
行
成
は
宮
中
よ
り
退
出
せ
ず
に
そ
の
ま
ま
昨
晩

か
ら
行
な
わ
れ
て
い
た
御
書
所
の
作
文
会
に
合
流
し
た
と
言
っ
て
い
る
。
つ
ま

り
、
十
日
の
宮
中
の
作
文
会
は
、
場
所
が
御
書
所
で
、
そ
れ
は
九
日
の
夜
か
ら

引
き
続
き
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
恐
ら
く
、
九
日
の
御
前
作
文
会

が
密
宴
と
い
う
こ
と
で
出
席
者
に
限
り
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
故
に
、

御
書
所
に
お
い
て
別
に
作
文
会
の
席
が
設
け
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら

れ
る
。

 
十
一
日
に
観
音
院
で
作
文
会
を
主
催
し
た
敦
道
親
王
や
、
そ
れ
に
黙
従
し
た

で
あ
ろ
う
通
直
・
広
業
毛
、
前
々
日
や
前
日
に
行
な
わ
れ
た
そ
れ
ら
宮
中
の
作

文
会
に
恐
ら
く
出
席
し
た
に
違
い
な
い
と
思
わ
れ
る
が
（
少
な
く
と
も
、
御
書

所
の
そ
れ
に
は
参
加
し
た
で
あ
ろ
う
。
）
、
確
証
は
な
い
。
た
だ
、
例
え
ば
、

そ
れ
か
ら
二
、
三
日
あ
と
の
同
年
同
月
十
三
日
に
行
な
わ
れ
た
宮
中
の
御
前
作

文
会
に
は
、
広
業
が
出
席
し
て
い
て
、
そ
れ
も
序
文
を
献
上
し
て
い
る
こ
と

〈
『
権
記
」
同
日
条
〉
が
確
認
で
き
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
そ
の
ζ
と
が
強
く
推

測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
首
星
親
王
・
通
直
・
広
業
は
九
日
・
十
日

の
宮
申
の
作
文
会
に
三
人
と
も
出
席
し
て
い
な
か
っ
だ
か
も
し
れ
な
い
が
、
し

か
し
、
そ
れ
ら
が
開
催
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
十
分
に
知
っ
て
い
た

は
ず
で
あ
ろ
う
し
、
十
一
日
当
日
に
観
音
院
で
作
文
会
を
主
催
し
、
ま
た
、
そ

れ
に
属
従
レ
た
彼
等
の
心
中
に
、
そ
の
こ
と
が
大
い
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た

こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
と
思
う
。

『
本
朝
三
三
』
全
注
釈
曲

 
さ
て
、
通
志
と
と
も
に
、
十
一
日
当
日
、
君
道
親
王
に
庵
益
し
た
藤
原
広
業

は
当
年
二
十
三
歳
の
青
年
で
あ
り
、
当
時
式
部
少
憩
の
官
職
に
補
せ
ら
れ
て
い

た
く
「
公
卿
補
任
』
寛
任
四
年
条
尻
付
け
〉
。
彼
は
有
国
（
長
保
元
年
当
時
は

非
参
議
・
正
三
位
で
五
十
七
歳
。
太
宰
大
弐
と
弾
正
大
弼
を
兼
任
）
の
一
男
で

あ
り
、
儒
者
・
官
僚
遊
目
指
し
な
が
ら
、
後
年
、
東
宮
学
士
・
文
章
博
士
・
式

部
大
輔
を
歴
任
し
、
最
後
に
は
参
議
で
従
三
位
に
ま
で
至
っ
た
人
物
で
あ
っ
た

（
万
寿
五
年
没
。
五
十
二
歳
）
。
そ
の
、
，
驚
く
ほ
ど
の
彼
の
官
位
昇
進
ぶ
り
は

（
こ
れ
も
、
通
直
の
そ
れ
に
比
較
し
て
の
こ
と
だ
が
）
、
あ
げ
て
、
そ
の
個
人

的
な
資
質
と
父
有
国
の
せ
い
に
帰
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
が
、
と
く

に
、
長
保
元
年
（
九
九
九
）
当
時
ま
で
の
そ
れ
に
今
は
注
目
し
て
み
た
い
。

 
儒
者
の
道
を
目
指
し
た
広
業
は
、
長
徳
二
年
（
九
九
六
）
十
二
月
六
日
に
は

文
章
生
に
滅
せ
ら
れ
（
二
十
歳
）
、
翌
長
徳
三
年
十
二
月
に
は
文
章
得
業
生
に

抜
擢
さ
れ
て
い
る
 
（
二
十
一
歳
）
。
と
く
に
、
文
章
生
に
補
せ
ら
れ
た
時
に

は
、
 
「
召
二
式
部
大
輔
一
、
下
二
三
去
閏
七
月
八
日
評
定
擬
文
章
生
試
査
文
一
。

仰
云
、
所
レ
上
詩
九
枚
中
、
七
枚
有
レ
蝦
。
以
二
藤
原
広
業
・
佐
伯
喜
成
㎜
為
二
及

等
一
。
」
 
〈
『
日
本
紀
略
」
同
日
条
〉
と
あ
る
よ
う
に
、
九
名
の
申
か
ら
彼
を

含
め
て
二
名
だ
け
が
選
抜
さ
れ
た
と
い
う
。
彼
は
、
確
か
に
詩
文
の
才
に
も
め

ぐ
ま
れ
て
い
た
ら
し
い
。
し
か
し
、
そ
れ
に
し
て
も
斗
な
ん
と
馬
そ
の
翌
長
徳

四
年
十
二
月
二
十
六
日
に
は
対
策
及
第
を
も
果
た
し
（
二
十
二
歳
）
、
長
保
元
年

正
月
三
十
日
に
は
、
対
策
及
第
後
の
初
任
官
・
式
部
早
早
を
手
に
し
て
い
る
の

で
あ
る
（
二
十
三
歳
）
。
彼
の
個
人
的
な
資
質
だ
け
で
は
な
く
、
父
の
有
国
の

存
在
を
も
考
え
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
だ
ろ
う
。
ま
さ
に
、
文
章
生
に
補
せ

ら
れ
て
か
ら
の
彼
は
、
 
一
年
ご
と
に
そ
の
目
標
を
成
就
し
て
い
る
こ
と
に
な

る
。
ま
さ
に
、
儒
者
へ
の
階
段
を
駆
け
の
ぼ
っ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
す

（69）



で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
通
則
の
場
合
、
対
策
及
第
を
果
た
し
た
の
が
四
十
歳
前

後
で
あ
り
、
そ
の
後
の
初
任
官
・
、
治
部
少
丞
を
手
に
す
る
の
に
丸
三
年
ほ
ど
費
、

や
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
改
め
て
思
い
お
こ
し
て
、
両
者
の
相
違
に
目
を
見
張

ら
な
い
で
は
い
ら
れ
な
い
。
そ
れ
ほ
ど
に
、
広
業
の
昇
連
ぶ
り
は
素
晴
ら
し

く
、
逆
に
、
通
直
の
遅
滞
ぶ
り
が
ひ
ど
い
状
態
に
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
を
改

め
て
知
ら
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

 
長
保
元
年
九
月
十
一
日
に
三
道
親
王
に
唇
従
し
て
、
そ
の
作
文
会
に
出
席
し

た
で
あ
ろ
う
広
業
と
い
う
人
物
は
、
以
上
述
べ
た
よ
う
に
、
ま
さ
し
く
前
途
有

為
の
青
年
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
彼
が
、
そ
の
若
さ
で
す
で
に
当
時
の
漢
文
学

壇
に
お
い
て
も
名
を
な
し
て
い
た
こ
と
は
、
さ
き
に
も
言
及
し
た
よ
う
に
、
そ
．

の
二
日
後
の
同
年
同
月
十
三
日
の
御
前
作
文
会
に
序
文
を
献
上
す
る
と
い
う
大

役
を
お
お
せ
つ
か
っ
て
い
る
と
い
う
事
実
に
よ
っ
て
も
う
か
が
い
知
る
こ
と
が

で
き
よ
う
〈
『
権
記
」
同
日
条
〉
。
そ
の
十
三
日
の
御
前
作
文
会
の
時
に
は
、

参
議
正
四
位
下
で
左
大
弁
を
兼
職
し
て
い
た
藤
原
忠
輔
（
五
十
六
歳
）
が
「
菊

開
花
尽
遍
」
（
韻
字
は
「
鮮
」
）
を
詩
題
と
し
て
提
出
し
、
広
業
が
序
文
を
献
上

し
た
と
い
う
。
そ
れ
に
対
し
て
御
製
が
あ
り
、
左
大
臣
・
右
大
臣
・
左
兵
衛
督

（
藤
原
高
遠
・
非
参
議
従
三
位
）
・
宰
相
中
将
（
斉
信
）
も
詩
を
献
上
し
、
侍

臣
も
そ
れ
に
従
っ
た
と
い
う
。
ま
こ
と
に
晴
れ
が
ま
し
い
舞
台
で
、
す
で
に
広

業
は
大
い
に
活
躍
し
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。

 
一
方
の
通
直
は
、
長
保
元
年
（
九
九
九
）
に
は
四
十
七
歳
前
後
に
な
っ
て
い

た
は
ず
で
あ
る
。
当
時
、
彼
が
ど
の
官
職
に
任
ぜ
ら
れ
て
い
た
か
に
つ
い
て
は

未
詳
で
あ
る
が
、
恐
ら
く
、
二
年
前
の
長
徳
三
年
忌
そ
の
ま
ま
に
．
「
少
内
記
」

で
あ
っ
だ
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
 
「
式
部
少
量
」
の
広
業
と
同
道
し
て
行
成
の

も
と
を
訪
れ
、
十
一
日
当
日
の
観
音
院
で
の
画
道
親
王
主
催
の
作
文
会
に
つ
い

て
報
告
し
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
、
そ
の
よ
う
に
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
（
勿

論
、
彼
の
こ
れ
ま
で
の
官
位
昇
進
に
お
け
る
遅
滞
ぶ
り
が
、
そ
の
推
測
を
補
強

し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。
）
。
そ
れ
に
し
て
も
、
敦
道
親
王
の
十
九
歳
と
広
業
の

二
十
三
歳
、
そ
れ
ら
に
対
す
る
通
直
の
四
十
七
歳
前
後
と
い
う
組
み
合
わ
せ
ば

ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
と
り
わ
け
、
広
業
と
通
直
の
取
り
合
わ
せ
ば
興
味
深
い
。

当
時
の
通
直
の
官
位
昇
進
に
お
け
る
遅
滞
ぶ
り
を
そ
れ
が
象
徴
し
て
い
る
と
思

え
る
か
ら
で
あ
る
。

 
さ
て
、
次
ぎ
に
、
通
直
の
作
文
会
へ
の
出
席
が
資
心
的
に
確
認
で
き
る
の

は
、
彼
が
「
花
鳥
春
資
貯
」
と
題
す
る
本
詩
（
上
の
1
0
）
を
作
っ
た
、
す
な
わ

ち
、
寛
弘
三
年
（
一
〇
〇
六
）
三
月
二
十
四
日
の
道
長
野
に
お
け
る
作
文
会
な

の
で
あ
る
。
こ
の
時
の
作
文
会
に
つ
い
て
は
す
で
に
言
及
し
た
が
、
 
『
権
記
』

〈
同
日
条
〉
に
の
み
そ
の
記
事
が
認
め
ら
れ
、
行
成
が
道
長
戸
に
出
か
け
て
そ

の
作
文
会
に
出
席
し
た
こ
と
を
書
す
（
た
だ
し
、
 
『
史
料
大
成
」
本
で
は
、
詩

題
を
「
花
為
春
資
貯
」
に
作
る
。
）
。
今
の
所
、
そ
れ
に
出
席
し
た
人
物
と
し

て
は
、
主
催
者
の
道
長
と
『
権
記
」
の
著
者
・
行
成
（
な
お
、
 
『
行
成
詩
稿
」

中
に
、
行
成
の
作
品
と
思
わ
れ
る
同
題
詩
の
一
聯
が
見
え
る
。
）
の
ほ
か
に
、

『
本
朝
麗
藻
」
 
〈
巻
上
〉
に
同
題
の
作
品
を
残
す
斉
信
・
公
任
・
通
直
の
三

人
、
そ
れ
に
『
江
吏
部
集
」
〈
巻
下
〉
に
同
題
詩
を
残
す
匡
衡
の
、
計
六
人
が

特
定
で
き
る
だ
け
で
あ
る
。
・

 
そ
の
特
定
で
き
る
出
席
者
の
顔
ぶ
れ
を
見
て
み
よ
う
。
主
催
者
・
道
長
は
左

大
臣
正
二
位
の
四
十
一
歳
、
斉
信
は
権
中
納
言
従
二
位
（
兼
中
宮
大
夫
・
右
衛

門
督
．
使
別
当
）
の
四
十
歳
、
公
任
は
申
納
言
従
二
位
（
兼
皇
太
后
宮
大
夫
．

左
衛
門
督
）
の
四
十
一
歳
、
行
成
は
参
議
正
三
位
（
兼
兵
部
卿
・
左
大
弁
・
侍

従
・
播
磨
守
）
の
三
十
五
歳
で
あ
り
〈
『
公
卿
補
佐
」
〉
、
さ
ら
に
、
匡
衡
は
五
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、

十
五
歳
で
東
宮
学
士
正
四
位
下
に
至
っ
て
い
た
く
『
申
古
歌
仙
三
十
六
人

伝
』
〉
。
そ
し
て
、
曲
直
で
あ
る
。
彼
の
場
合
は
、
年
齢
が
五
十
四
歳
前
後
に

な
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
た
だ
「
し
、
官
位
は
未
詳
。

 
通
流
が
五
十
四
歳
前
後
の
年
齢
で
あ
っ
た
と
想
定
さ
れ
る
寛
弘
三
年
三
月
二

十
四
日
の
、
道
希
世
作
文
会
で
作
っ
た
詩
が
本
金
（
上
の
1
0
）
の
そ
れ
な
の
で

あ
る
。
後
の
〔
評
説
〕
の
項
で
改
め
て
詳
述
す
る
つ
も
り
で
あ
る
が
、
当
時
の

通
直
の
年
齢
や
三
位
に
つ
い
て
考
え
る
と
き
、
と
く
に
本
県
の
尾
聯
は
ど
う
し

て
も
見
の
が
す
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
に
思
う
。
そ
こ
で
は
、
彼
は
、
 
「
為
二

吾
未
7
有
二
陽
和
徳
一
、
髪
雪
甚
宿
禰
二
陸
沈
こ
と
詠
じ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
．

自
分
に
は
い
ま
だ
「
陽
和
ノ
徳
」
 
（
有
り
難
い
春
の
よ
う
な
天
子
の
恩
沢
）
の

訪
れ
が
な
く
、
世
間
で
は
春
の
季
節
も
終
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
の
に
、
相
変
ら

ず
白
髪
を
冬
の
寒
さ
に
打
ち
震
わ
せ
て
、
か
た
く
な
に
儒
者
の
本
分
を
守
っ
て

お
り
ま
す
、
と
い
う
ほ
ど
の
意
味
で
そ
れ
は
あ
っ
た
。

 
ま
ず
、
 
「
髪
雪
」
と
詠
じ
て
い
る
。
雪
の
よ
ヶ
に
白
い
頭
髪
の
意
で
あ
る

が
、
通
事
の
当
時
の
年
齢
が
五
十
四
歳
前
後
で
あ
っ
た
と
想
定
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
こ
れ
が
決
し
て
単
な
る
詩
的
誇
張
の
表
現
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が

理
解
で
ぎ
る
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
は
、
当
時
の
彼
の
年
齢
が
、
 
「
老
ハ
年
五

十
以
上
ヲ
謂
フ
ナ
リ
。
」
 
〈
皇
侃
『
論
語
集
解
義
疏
」
巻
髪
〉
と
あ
る
、
そ
の

「
老
」
の
範
囲
に
ま
で
す
で
に
十
分
に
達
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

 
次
に
、
・
「
吾
二
未
ダ
陽
和
ノ
徳
有
ラ
ザ
ル
が
為
二
」
と
言
い
、
 
「
甚
ダ
寒

（
こ
ご
）
エ
テ
陸
沈
二
任
（
た
）
フ
」
と
言
っ
て
い
る
。
す
で
に
指
摘
し
た
よ

う
に
、
当
時
の
彼
の
官
位
に
つ
い
て
は
未
詳
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
詩
語
の
中

に
も
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
な
、
彼
の
現
実
の
官
位
昇
進
に
お
け
る
遅
滞

ぶ
り
が
あ
り
の
ま
ま
に
投
影
さ
れ
て
い
る
と
見
て
間
違
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ

『
本
朝
麗
藻
」
 
全
注
釈
由

る
。 

な
ぜ
か
。
通
直
が
長
徳
三
年
（
九
九
七
）
に
四
十
五
歳
前
後
で
「
少
内
記
」

に
補
せ
ら
れ
た
こ
と
は
す
で
に
言
及
し
た
が
、
そ
れ
か
ら
九
年
後
に
あ
た
る
寛

弘
三
年
（
一
〇
〇
六
）
当
時
、
彼
が
果
た
し
て
ど
の
よ
う
な
官
位
に
就
い
て
い
た

の
か
は
確
か
に
未
詳
で
あ
る
。
し
か
し
、
た
だ
、
彼
が
「
従
四
位
下
」
で
「
文
章

博
士
」
に
就
任
す
る
の
に
は
、
さ
ら
に
四
年
の
歳
月
を
費
や
す
必
要
が
あ
っ
た

こ
と
、
そ
れ
は
他
の
資
料
に
よ
っ
て
分
か
っ
て
い
る
（
例
え
ば
、
 
『
二
申
歴
」

〈
儒
者
歴
・
文
章
博
士
〉
で
は
、
通
直
の
就
任
を
「
寛
弘
七
年
八
月
・
従
四
位

下
」
の
こ
と
と
す
る
。
）
。
五
十
八
歳
（
従
四
位
下
）
で
よ
プ
つ
や
く
文
章
博
士

に
補
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
彼
な
の
で
あ
る
。
ラ
イ
バ
ル
の
匡
衡
億
す
で
に
永

酢
元
年
（
九
八
九
）
十
一
月
に
三
十
八
歳
の
若
さ
（
従
五
位
下
）
で
手
に
し
、
そ

の
上
、
寛
弘
六
年
（
一
〇
〇
九
）
三
月
に
五
十
八
歳
（
正
四
位
下
）
で
再
任
さ

れ
て
い
る
〈
同
上
〉
。
さ
ら
に
以
言
ま
で
が
長
保
三
年
（
一
〇
〇
一
）
八
月
に

四
十
七
歳
（
従
五
位
上
）
で
補
せ
ら
れ
て
い
る
〈
同
上
〉
。
そ
の
よ
う
な
文
章

博
士
の
官
職
に
、
率
直
は
五
十
八
歳
で
よ
う
や
く
た
ど
り
つ
い
て
い
る
わ
け
で

あ
る
。
そ
の
事
実
か
ら
推
定
し
て
も
、
寛
弘
三
年
当
時
の
彼
の
官
位
が
決
し
て

満
足
す
べ
き
も
の
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
、
つ
ま
り
、
そ
れ
以
前
の
彼

の
官
位
昇
進
に
お
け
る
遅
滞
の
状
態
が
依
然
と
し
て
当
時
も
続
い
て
い
た
で
あ

ろ
う
こ
と
は
、
容
易
に
想
像
さ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
少
な
く
と
も
、

当
日
の
作
文
会
に
同
席
し
て
い
た
愚
直
の
ラ
イ
バ
ル
の
匡
衡
（
通
直
と
は
同
門

で
あ
り
、
同
世
代
で
あ
り
、
ほ
ぼ
同
年
齢
で
あ
っ
た
。
匡
衡
の
当
時
の
宮
位
は
、

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
東
宮
学
士
正
四
位
下
に
至
っ
て
い
た
。
）
の
官
位
昇

進
ぶ
り
に
比
較
す
れ
ば
、
寛
弘
三
年
当
時
の
通
直
の
そ
れ
な
ど
は
到
底
問
題
に

も
な
ら
な
か
っ
た
は
ず
の
も
の
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
、
と
思
わ
れ
て
く
る
の
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で
あ
る
（
た
だ
し
、
寛
弘
七
年
八
月
の
文
章
博
士
就
任
時
に
は
「
従
四
位
下
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む

で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
か
ら
、
長
徳
二
年
時
の
「
正
六
位
上
治
部
少
丞
」
か
ら

推
定
す
る
と
、
寛
弘
三
年
当
時
の
位
階
の
上
昇
は
、
あ
る
程
度
は
、
」
勿
論
、
考

え
ら
れ
る
。
）
。

 
こ
う
し
た
想
像
と
思
い
と
が
、
 
「
回
雪
」
の
詩
語
が
す
で
に
そ
う
で
あ
っ
た

よ
う
に
、
 
「
為
二
吾
未
ワ
有
二
陽
和
徳
己
 
「
甚
寒
三
二
陸
沈
こ
と
い
う
そ
れ
ら
を

も
、
寛
弘
三
年
当
時
の
現
実
の
通
直
像
を
む
し
ろ
あ
り
の
ま
ま
に
投
影
し
て
い

る
の
で
は
な
い
か
、
と
大
い
に
結
論
付
け
さ
せ
て
く
れ
る
の
で
あ
る
。
通
直

は
、
寛
弘
三
年
当
時
の
彼
の
実
像
を
、
三
月
二
十
四
日
の
道
旧
邸
作
文
会
の
席

上
で
も
の
し
た
七
律
h
花
鳥
春
資
貯
」
の
尾
聯
で
率
直
に
詠
じ
て
い
る
よ
う
に

思
う
。
そ
こ
で
は
、
打
ち
寄
せ
る
老
齢
の
波
に
お
び
え
、
依
然
と
し
て
続
く
官

位
昇
進
に
お
け
る
遅
滞
を
な
げ
い
て
い
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〈
一
九
八
六
・
八
・
一
＝
、
未
完
〉
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